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2019年度 大学院（博士課程） 博士課程

主題と概要
　戦略経営分野の理論と現実を幅広く深く把握する。
　国際的な定評のあるテキストブックを参考書として使いながら、第一線の研究者による理論著書の講読をも並行さ
せ、受講生の高度な専門知識の蓄積と研究能力の養成することに寄与する。

到達目標
　大学院レベルで体系的・包括的に学問分野を学び、俯瞰的な視野で、戦略経営論の奥深さと幅広さを紹介し、知っ
ておくべき知識や理論パラダイムを受講生の身に習得させる。

提出課題
　１．期末試験と期末レポートはない。
　２．毎回、1頁の読書ノートを全員が提出する。ただし、輪番報告者は2頁を提出する。

履修にあたっての注意・助言他

　１．毎回事前課題を熟読したうえ授業参加すること。
　２．輪番報告者は報告を、参加者は質問を、また全員は積極的に授業へ討論・貢献をすること。

評価の基準

　１．大量の読書・ノートの時間は必要。最低目安：輪番報告者は週10時間、参加者は週5時間。
　２．古典を運用する。学んだ古典文献を現実社会に積極的に戦略思考と分析してみる。
　３．教員と履修者は毎回、配布必読資料のほかに、適宜、関連する文献や情報・課題をも教室までに持ち込み、全
員発言討論型・参加参画型の授業を行っていく。
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　毎回、受講者は事前課題を熟読したうえ授業に参加する心構えが必要である。
　輪読ではなく通読の形で全員参加する必要がある。
　毎回教員は問題提起・解題・点評・説明を、報告者は報告を（2頁の報告資料を全員分用意して、15分以内発表する）、
参加者は質問・討論（全員、1頁の資料を教員へ提出する）を、全員参加型授業で進める。

回�授　業　計　画　（予　定）
1�戦略的経営の概念と意義（メイン：Ⅱ．第1章、サブ：Ⅰ．第1章）。
2�外部環境分析（メイン：Ⅰ．第2章、サブ：Ⅱ．第6章）。
3�内部組織分析（メイン：Ⅰ．第3章。サブ：第4と5章）。
4�事業戦略（メイン：Ⅰ．第4と5章、サブ：Ⅱ．第2章）。
5�企業戦略（メイン：Ⅰ．第6章、サブ：Ⅱ．第3と14章）。
6�国際戦略（メイン：Ⅰ．第8章）。
7�戦略の環境適応（メイン：Ⅱ．第11章）。
8�戦略的リーダーシップ（メイン：Ⅰ．第12章）。
9�戦略的アントレプルナーシップ（メイン：Ⅰ．第13章）。　　　　
10�競争のダイナミックス（メイン：Ⅰ．第5章）。
11�戦略プロセス（メイン：Ⅱ．第15章）。　　　　
12�戦略分析手法（メイン：Ⅵ．第1部）。
13�戦略分析手法（メイン：Ⅵ．第24章）。
14�戦略分析手法（メイン：Ⅵ．第13章）。
15�総括：本授業で学んだ知識体系のまとめと残された課題。

授業計画

　全員、事前に資料を準備したうえ、授業に臨んでください。

備考

予習・復習

　読書と思考・討論の習慣を身に付けてください。


